
（別紙３）

～ 2026年1月24日

（対象者数）
24名

（回答者数）
17名

～ 2026年1月24日

（対象者数） ７名 （回答者数）
７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもたちが好きなこと、得意なことを伸ばしていけるよ

う、遊びが広がる環境を整備したり支援者の関りを高めてい

きたい。

保護者様となお一層信頼関係を深めていけるよう、想いに寄

り添い丁寧な対応に努めていく。

2
子どもたちのやってみたいに応じられるよう、子どもたちの

意見も取り入れながら活動の充実を図っていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者様のご意見を取り入れながら開催時期や内容等を検討

していく。

2

支援に関すること、活動に関すること、非常時等の対応に関

すること等より一層丁寧にお伝えできるよう改善していきた

い。

事業所として考えている課題の要因等

○事業所名 (有)スエヒロ　放課後等ディサービス　みんなのそら

○保護者評価実施期間
2026年1月13日

○保護者評価有効回答数

開催の要望はあるものの、保護者会や家族参加のイベント、研

修会への参加者が少ないこと。

参加しやすい開催時期、時間、内容が保護者様の想いと一致し

ていない。

参加の呼びかけ、誘い掛け、広報が弱い。

保護者評価から「どちらともいえない」「わからない」の評価

が少なからずあること。

こちらとしてはおたよりやSNS等で活動の様子などを発信した

り説明をしているつもりでいたが、十分にご理解を得られてい

なかったのではないかと思う。

2026年1月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2月12日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

子どもたちがありのままを受け入れてもらうことで安心感を

もって利用し、みんなのそらに来ることを楽しみにしてくれて

いること。

また、保護者様にも安心していただいていること。

全スタッフが同じ思いで関われるように日々振り返りを行い、

共通理解が図れるようにしている。

保護者様とのコミュニケーションを大事にし、喜びを共感した

り保護者様の想いを十分に傾聴し寄り添えるよう心掛けてい

る。

季節に応じた活動や子どもたちの好きなこと、興味に沿った

様々な活動があり、色々な体験ができること。

外遊びや体育館での活動など体を思い切り動かして遊べるこ

と。

子どもたちが笑顔になってくれる活動を考えプログラムに取り

入れている。

また、ご家庭だけではなかなか経験できない活動（海遊び・そ

り滑り・芋煮会・温泉体験等）も取り入れながら様々な経験が

できるように努めている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所における自己評価総括表公表


